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  Ⅱ 大乗経論に見る一乗と仏性の関係 
 









                                                   
2 ｢吉蔵『仁王経疏』について ― ｢釈二諦品｣三種仏性説を中心に ―｣（『印仏研』54-2、2006）
pp.54-57。 
3 ｢吉蔵における真諦説引用をめぐって ― その一試論 ―｣（『真諦三蔵研究論集』、京都大学人文
科学研究所、2012） pp.231-259。 







































乗の三つの意味 摂論釈 吉蔵の立場 

























































































                                                   
11 『大般涅槃経』（T12 p.768c17-20）「十二因縁名為仏性。仏性者即第一義空。第一義空名為中
道。中道者即名為仏。仏者名為涅槃。」 



































17 『法華論』の引用回数: 『法華玄論』60 回、『法華義疏』104 回、『法華遊意』12回、『法
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華統略』9回など。奥野光賢｢大乗玄論に関する諸問題 ― ｢一乗義｣を中心として ―｣（2009、 
p.104）参照。 


























                                                   
20『涅槃経遊意』（T38 p.232c25-27）「然無所得非但是此経宗。 通是一切大乗之正意也。」 
21『中観論疏』（T42 p.157b20-21）、『法華玄論』（T34 p.388b28-29）、『法華遊意』（T34 p.646 































































   （２）一乗の相 
吉蔵の著作において一乗の姿32に言及するのは『勝鬘宝窟』だけである。 







30 『法華玄論』（T34 p.432c12）「一乗為三乗本。実相復為一乗本。」 















































































  Ⅳ 吉蔵の一乗仏性説 
 










                                                   
41 『大乗玄論』(T45 p.44a6-12)では「有人云」と言い、『法華玄論』も主張した人を明示してい
ないが、『四論玄義』によれば、これは「開善」や「光」などの主張であるとされている。 































































































                                                   
50 粟谷良道 ｢吉蔵教学と『涅槃経』｣（『三論教学の研究』、春秋社、1990）p.143。 
51 『大乗玄論』（T45 p.46c28）「今明中道為仏性。」 
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